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論 文 内 容 の 要 旨 

 

カ ン ボ ジ ア に お い て イ ネ は 基 幹 作 物 で あ り 、 農 村 人 口 が 大 多 数 を 占 め る 同

国 に お い て 、 コ メ に 関 わ る 産 業 は 経 済 的 な 重 要 性 が 高 い 。 稲 作 が 行 わ れ る 土

壌 は 11 に 分 類 さ れ る る が 、次 の よ う に 3 タ イ プ に 大 別 さ れ る：① 砂 質 土 壌 タ

イ プ （ Prateah Lang、 Prey Khmer） 、 ② 粘 土 質 土 壌 タ イ プ （ Toul Samroung、

Koktrap、 Bakan、 Labanseak、 Krakor） 、 ③ 沖 積 土 壌 タ イ プ （ Kampong Siem、

Kien Svay、 Khbal Po、 Krakor） 。 カ ン ボ ジ ア 農 業 開 発 研 究 所  (CARDI)が 30

年 前 に 、 土 壌 タ イ プ 別 に 稲 作 の 施 肥 指 針 を 策 定 し た が 、 近 年 の 周 辺 諸 国 の 水

稲 施 肥 レ ベ ル 、 農 家 の 慣 行 を み る と 、 従 来 の 指 針 は 実 情 に 合 っ て い な い と 危

惧 さ れ 、 農 業 省 農 は 2013 年 よ り 施 肥 指 針 の 見 直 し に 取 り 組 ん で き た 。  

  ま ず 、 2013、 2014 年 の 雨 季 に 、イ ネ 作 付 面 積 の 約 50%を 占 め る 砂 質 土 壌 タ

イ プ Prateah Lang を 対 象 と し て 、 タ ケ オ Takeo 州 で 雨 季 作 の 主 要 品 種 Phka 

Rumduol を 供 試 し て 天 水 田 移 植 栽 培 試 験 を 行 っ た 。5 カ 所 の 水 田 で 、リ ン 酸 と

カ リ ウ ム 肥 料 の 施 肥 バ ラ ン ス が 異 な る 処 理 (30〜 60kg P 2O 5/ha・ 15〜 45kg 

K 2O/ha） を 設 定 し 、 そ こ に 窒 素 の 異 な る 5 窒 素 処 理 (30〜 120kg N/ha)お よ び

無 施 肥 の 加 え た 合 計 30 試 験 区 を 設 け 、籾 収 量 、収 量 構 成 要 素 の 変 化 、収 益 性

な ど を 比 較 し た 。そ の 結 果 、リ ン 酸 30kg、カ リ ウ ム 15kg と し 、窒 素 60kg を

分 施 す る こ と で 、 無 施 肥 と の 差 か ら み た 増 収 、 増 益 、 増 益 ／ 施 肥 コ ス ト 割 合

が 最 大 と な っ た 。こ の 施 肥 コ ス ト は 97.8 US$/ha で あ り 、全 施 肥 試 験 区（ 78.7

〜 210.2US$/ha）の 中 で は 2 番 目 に 低 か っ た 。従 っ て 、収 量 の み で 判 断 す る の

で な く 、 施 肥 コ ス ト を 踏 ま え た 効 率 的 な 生 産 を 行 え る 各 要 素 の バ ラ ン ス を 考

慮 し た 指 針 の 検 討 が 必 要 と 考 え ら え た 。 増 収 と な っ た 要 因 を 重 回 帰 分 析 に よ

り 解 析 し た 結 果 、 穂 数 変 化 の 標 準 化 偏 回 帰 係 数 が 大 き く 、 増 収 へ の 寄 与 が 大

で あ る と い え た 。 本 来 、 穂 重 型 の 品 種 で 1 穂 籾 数 が 比 較 的 多 い こ と か ら 、 穂
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数 増 加 が 1 穂 籾 数 や 単 位 面 積 当 り 籾 数 の 増 加 に 大 貢 献 し た と 理 解 さ れ た 。 な

お 、 降 雨 の 少 な い 年 は 施 肥 の 効 果 が 現 れ 難 い と い う 結 果 も 示 さ れ た 。  

  次 に 、2016 の 雨 季 に 、土 壌 条 件 が 異 な る 4 地 域 、Battambang 州 (BTB)[Toul 

Samroung： タ イ プ ① 粘 土 質 土 壌 ]、 Kampong Thom 州 (KPT) [Toul Samroung：

タ イ プ ① 粘 土 質 土 壌 ]、 Pursat 州 (PST)[Prateah Lang： タ イ プ ① 砂 質 土 壌 ]、

Siem Reap 州 (SRP)[Prey Khmer： タ イ プ ① 砂 質 土 壌 ]の 農 家 圃 場 に お い て 、 近

年 の 調 査 か ら 得 た 農 家 の 慣 行 施 肥 量 を 基 準 と し 、 窒 素 、 リ ン 酸 、 カ リ ウ ム 施

肥 量 が 異 な る 6 処 理 （ 施 肥 コ ス ト ： 33.5〜 107.9 US$/ha） と 無 施 肥 の 合 計 7

試 験 区 を 設 け 、 天 水 条 件 で の 移 植 栽 培 試 験 を 行 っ た 。 砂 質 土 壌 は 陽 イ オ ン 交

換 容 量 が 低 く 、無 施 肥 で の 収 量 は 粘 土 質 の KPT、BTB で 高 く 、砂 質 土 壌 の PST

と SRP で 低 か っ た 。 各 地 の 増 益 は 施 肥 コ ス ト に 対 す る 効 率 の 違 い で な く 、 増

収 に 基 づ い て い た 。 試 験 区 間 の 増 収 、 増 益 に は KPT、 PST、 SRP で 有 意 差 が 認

め ら れ 、 農 家 慣 行 に 窒 素 25kg、 カ リ ウ ム 20kg を 増 施 、 特 に 窒 素 の 追 肥 を 分

げ つ 盛 期 、 幼 穗 形 成 期 に 分 け て 施 用 す る 効 果 が 高 い こ と が 明 ら か に な っ た 。

2017 年 の 雨 季 は 、 前 年 と 同 じ 試 験 地 で 、 CARDI に よ る 土 壌 タ イ プ 別 指 針 を ベ

ー ス に 、 窒 素 ・ リ ン 酸 ・ カ リ ウ ム を 増 施 し た 6 処 理 区 （ 施 肥 コ ス ト ： 52.7〜

107.9 US$/ha） と 無 施 肥 の 計 7 区 を 設 け た 。 施 肥 レ ベ ル よ っ て 増 収 、 増 益 の

程 度 が 異 な り 、 増 益 ／ 施 肥 コ ス ト 割 合 の 変 化 と 合 わ せ て 検 討 す る と 、 KPT と

SRP で は 窒 素 10kg、 カ リ ウ ム 15kg、 PST で は 窒 素 10kg、 リ ン 酸 20kg の 増 施

が 効 果 的 で あ る こ と が 示 さ れ た 。 BTB に お い て も 一 定 量 の 窒 素 と カ リ ウ ム 、

リ ン 酸 を 加 え た 試 験 区 で 増 益 す る 傾 向 が み ら れ た 。 増 収 と な っ た 要 因 は 、 収

量 構 成 要 素 の 中 で は 登 熟 歩 合 の 変 化 に よ る 寄 与 が 高 か っ た と 理 解 さ れ た 。 ま

た 、 出 穂 期 の 草 丈 の 差 異 に よ る 影 響 も 小 さ く な く 、 栄 養 成 長 期 に 茎 葉 に 蓄 積

さ れ た 炭 水 化 物 の 穂 へ の 転 流 が 、登 熟 歩 合 に 反 映 し て い た も の と 推 察 さ れ た 。 

2016 年 と 2017 年 の 乾 季 に は 、 前 出 4 州 で 、 乾 季 向 き 品 種 Chul ’sa を 供 試

し 、 灌 漑 水 田 で 散 播 栽 培 試 験 を 行 っ た 。 施 肥 は 、 無 施 肥 の 他 、 農 家 慣 行 あ る

い は CARDI 指 針 に 対 し て 各 要 素 を 増 施 し た 区（ 施 肥 コ ス ト：77〜 244 US$/ha）

を 設 け た 。 そ の 結 果 、 乾 季 で 増 収 、 増 益 と な る 施 肥 レ ベ ル は 窒 素 で は 雨 季 よ

り も 高 く 、40kg 程 度 が 望 ま れ る と い う 結 果 で あ っ た 。増 収 に 対 し て 1 穂 籾 数

の 変 化 の 影 響 が 大 き い こ と が 窺 わ れ た 。  

以 上 の よ う に 、 本 研 究 を 通 じ て 、 四 半 世 紀 を 超 え て 稲 作 施 肥 指 針 を 更 新 す

る た め に 基 本 と な る 試 験 成 果 を 示 す こ と が で き た 。 6 作 期 に 渡 る 圃 場 試 験 の

結 果 、 土 壌 タ イ プ に よ っ て 増 益 効 果 は 異 な る も の の 、 雨 季 作 で は 粘 土 質 土 壌

の 場 合 、 従 来 の 指 針 に 窒 素 20kg、 リ ン 酸 15kg、 カ リ ウ 20kg 程 度 の 増 施 が 効

率 的 な 増 収 、 増 益 に 有 効 で あ る と 考 え ら れ 、 窒 素 に つ い て は 、 複 数 回 に 分 け

る 分 施 技 術 の 採 用 が 効 果 的 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 ま た 、 特 筆 す べ き 点 と

し て は 、 こ れ ま で の 指 針 で は 粘 土 質 土 壌 で は カ リ ウ ム の 施 用 が 含 ま れ て い な

か っ た が 、 20kg 程 度 の 施 用 を 検 討 す る べ き こ と の 重 要 性 を 示 し 得 た 。  


